
４．平成２１年度に特に注意を要する病害虫

北海道病害虫防除所

１．はじめに

北海道病害虫防除所、道立各農業試験場および道

農政部技術普及課等で実施した病害虫発生予察事業

ならびに試験研究の結果から平成21年度に特に注意

すべき病害虫について報告する。

２．平成20年の気象経過と病害虫の発生状況

3～4月の高温傾向により融雪期が早まったため、5月

の播種・移植開始が早まり、りんごの開花・落花も早ま

った。5月中旬に寒気が入り、内陸部を中心におうとうや

りんごなどで凍霜害を受けた。夏季は概ね並温に推移

し、作物生育は平年並に推移したが、寒暖の差が激し

く、雷雨･降雹の被害も発生した。秋季は高温･少雨に

経過し、特に9月は残暑が厳しかった。病害では、網走

地方で降雹による損傷からたまねぎの軟腐病が発生し

た。6～7月上旬の少雨により塊茎形成期の土壌が比較

的乾燥したため、ばれいしょのそうか病がやや多い発生

量となった。7～8月は7月中旬以降の曇雨天により多湿

条件で発生しやすい、ばれいしょの疫病、たまねぎの白

斑葉枯病、菜豆の菌核病の発生が多かった。9月は高

温・少雨傾向により、ねぎのさび病が多発した地域があ

った。害虫では、過去数年にわたり多発傾向が続いて

いる大豆のマメシンクイガやりんごのモモシンクイガなど

で被害が目立ったほか、8月中・下旬の干ばつにより、

ねぎのネギアザミウマによる被害が多発した。水稲のア

カヒゲホソミドリカスミカメは7月下旬から8月上旬にかけ

ての低温傾向により、成虫の水田への入り込みや産卵

が抑制され、発生量は少なかった。

３．平成20年度に多発した病害虫

平年に比べて多発した病害虫を表１に示した。

これら以外に発生が目立ったものとして、小豆の

マメアブラムシ、てんさいの西部萎黄病、各種作物

のヘリキスジノメイガなどがあげられる。侵入害虫の

アシグロハモグリバエは、これまで発生していなか

った網走支庁管内でも確認されるなど、発生地域

の拡大が認められ、既発生地を含めて野菜類、て

んさい、ばれいしょなどで被害の目立つ事例があっ

た。

表1 平成20年度にやや多発～多発した病害虫

作物名 病 害 虫 名

秋まき小麦 眼紋病

大 豆 マメシンクイガ*

菜 豆 菌核病*

ばれいしょ 疫病、そうか病

たまねぎ 白斑葉枯病

ね ぎ さび病*、ネギアザミウマ*

だいこん 軟腐病

りんご モモシンクイガ、キンモンホソガ

ハマキムシ類

*:多発した病害虫

４．平成21年度に特に注意を要する病害虫

（１）てんさいの西部萎黄病

テンサイ西部委黄病は昭和40～50年代初め頃に網

走支庁管内、平成元～5年に胆振支庁管内等でそれぞ

れ多発したが、今回は十数年ぶりの多発である。十勝

支庁管内では8月中旬ごろから広範囲に黄化症状が観

察されるようになり、7町30ほ場から黄化株の葉を採種

してELISA検定を行った結果、29ほ場のサンプルで陽

性反応が認められた。ほとんどの地域では株単位に点

在するか坪状に発生しているほ場が散見される程度で

あったが、一部の多発地域ではほとんどのほ場で発生

が認められ、全面が黄化するほ場も散見される状況で

あった。このほか網走支庁管内及び胆振支庁管内でも

発生ほ場が目立ち、網走農業改良普及センター本所

の調査によると、8 月に黄化症状を確認できたほ場で

は糖量が減少し、その程度は平成6年指導参考成績と

同程度の約30％減であった。また、十勝、網走、胆振支

庁管内では8～9月に、黄化したてんさい葉の葉裏に密

集しているモモアカアブラムシが観察された。

本病はビート西部萎黄ウイルス(BWYV)によるウイル

ス病で、モモアカアブラムシによって永続的に伝搬され

る。接種試験によるとウイルス接種後約10日でウイルス

が回収されるようになり、約20日後に黄化症状を発症す
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るとされ、8月中旬以降の感染は病徴が不明瞭になると

されている。

本病の対策として保毒源の特定とその除去が最も重

要である。BWYVの寄主として、ほうれんそう、はくさい、

ブロッコリー、カリフラワー、キャベツなどが報告されてお

り、保毒した寄主作物がハウス等で越冬した場合には

保毒源となり得る。さらに、ビートトップが生き残る地域

では、てんさいの罹病茎葉も保毒源となり得る。このこ

とから、本病が多発した地域では、保毒源となり得る野

菜ハウスのビニールをはぐなどして越冬作物を枯死させ

る、ほ場に放置された越冬作物やビートトップは融雪後

に反転耕起して完全に土中に埋めるなどの対策を行う

ことが必要である。次に、アブラムシ防除による感染防

止対策が重要であり、てんさいの育苗期における殺虫

剤の苗床灌注が本病の軽減に有効である。

過去の本病多発事例では終息までに数年を要して

おり、上記の耕種的対策による保毒源の除去と薬剤に

よる防除を継続することが必要と考えられる。

（２）いちごの炭疽病

いちごの炭疽病は主にGlomerella cingulata

（=Colletotrichum gloeospolioides） およびColleto-

trichum acutatum の2種類の糸状菌によって発生する

重要病害である。道内では平成10年に十勝支庁管内

でC. acutatum の葉枯れ性の炭疽病、平成18年に檜

山支庁管内でC.acutatum による萎凋性の炭疽病、平

成19年に空知支庁管内でG. cingulata による萎凋性

の炭疽病の発生が確認された。

本病の病原菌の中で特に病原性の強いG. cingu-

lata による炭疽病の病徴は、葉では汚斑状の黒色斑点、

ランナーや葉柄には黒色の陥没した紡錘形病斑が認

められ、クラウンが侵されると周囲から黒褐色に変色、

葉は生気を失い萎れ、やがて株全体が萎凋する。本菌

は水滴などで伝染し、発病すると萎凋・枯死に至るため

府県では大きな被害をもたらしており、本病菌が道内で

定着するといちご生産を揺るがす大きな問題となる可能

性がある。なお、これらの2種の菌による炭疽病は他の

作物にも発生が認められているが、一部を除きそれらの

菌のいちごへの病原性は無いあるいは弱い場合が多

く、病原性は分化していると考えられる。

G. cingulata による炭疽病が発生した空知支庁管内

の2ほ場の事例では親苗として府県から導入した苗に本

病が発生し、一方のほ場ではその子苗への二次感染

も認められた。苗の導入元の府県では本病菌による炭

疽病が発生していること、これまで道内では本菌による

炭疽病は発生していないことから、感染していた苗が持

ち込まれた可能性が高いと考えられる。

近年北海道では加温促成栽培に適した苗を本州か

ら導入する事例が数多く認められる。発生地から苗を導

入する場合は一見無病徴でも潜在感染している可能性

があり、本病が侵入する可能性は非常に高いと考えら

れる。今後も府県の苗の導入が続くと予想されること、

すでに道内で発生が確認されていることから本病に類

似した症状が認められた場合は普及センターを通じて

農業試験場、病害虫防除所に検定を依頼し、本病と確

認された場合は、防除の徹底、発病苗の処分、土壌消

毒などによって汚染の拡大を食い止めることが重要で

ある。また、苗の導入についてもできるだけリスクの少な

い苗を利用し、感染苗の持ち込みに十分注意を払う必

要がある。

（３）てんさいのアシグロハモグリバエ（主産地での発生

地域拡大）

アシグロハモグリバエは、多くの作物を加害する広食

性の侵入害虫で、効果的な防除薬剤が限られる難防除

害虫である。本種は道内の露地では越冬が困難である

が、平成13年に胆振支庁管内で発生が確認されて以

降、空知南部や石狩以南の比較的温暖な地域を主体

に毎年発生地域を拡大している。

平成20年、新たに網走支庁管内4市町村で、てんさ

い・ばれいしょに本種の発生が確認された。平成16年

以降、十勝支庁管内でもアシグロハモグリバエの発生

が継続しており、道内の主要なてんさい栽培地帯全域

に発生が広まりつつある。既発生地での事例から、網走

支庁管内でもてんさいなどの露地作物で被害が顕在化

するのに先立ち、ハウス等の施設で越冬・増殖していた

ものと考えられ、冬期の気候が寒冷な地域でも施設内

で発生が継続する可能性がある。

そのため、てんさいでの被害を拡大させないために

は、6月中旬頃からの早期発見と、有効な薬剤による防
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除が重要である。過去の新規発生地域のなかには数年

前からハモグリバエの被害が見られていた事例もあり、

現時点で発生が報告されていない地域でも既に発生し

ている可能性がある。ハモグリバエの被害は、幼虫によ

る線状の潜葉痕に先立ち、成虫による食痕が直径

1mm程度の白色斑点として多数認められる。未発生地

域でも、てんさいでこのような被害が見られた場合や、

施設・露地の野菜等でハモグリバエ多発の兆候が認め

られた場合は、普及センターや農業試験場に診断を依

頼し、発生種を特定することが必要である。

（４）各種作物のヘリキスジノメイガ

平成20年8月中旬から9月上旬にかけて、石狩・空知

・後志・上川・留萌・網走・宗谷支庁管内で、これまで国

内の農作物に被害を認めていない鱗翅目幼虫による作

物加害が確認され、ヘリキスジノメイガMargaritia sti-

cticalis (Linnaeus)（別名：Loxostege sticticalis (Lin-

naeus)）と同定された。本種は、ロシアや中国など広い

地域において移動性の高い害虫として知られ、牧草を

はじめとする様々な作物に被害を与える事例が報告さ

れている。これまで国内における作物加害事例は認め

られていなかったが、平成20年、幼虫による加害が道央

以北の広い範囲で認められたことから、春季以降に成

虫が大量に飛来したものと推測される。

平成20年に道内で被害が認められた作物は、大豆

・小豆・てんさい・にんじん・アスパラガス・かぼちゃ・ピー

マン・コスモス・マメ科牧草など、広範囲に及ぶ。

発生経過は、8月上旬から道内の広い範囲で本種成

虫が多量に確認され、その後8月中旬以降に幼虫によ

る各種農作物への被害が報告されるというものだった。

本種の形態は、成虫が体長15mm程度、前翅は褐色

で外縁に沿って黄褐色の斑紋が一列配置する。老齢

幼虫でも体長は20～25mm程度で、体色は黒色に近い

暗緑色であるが暗色程度には個体差があり、高密度時

のアワヨトウ中齢幼虫に似る。

本害虫による被害は、幼虫が葉面を削り取るように食

害するため、葉に網目状の穴が開くか白色の表皮が残

るといった特徴がみられ、糸を吐いて葉をつづり合わせ

る事例も観察された。特に発生が多かった地域では、

にんじんの茎葉がほうき状になるほどまでに加害された

事例も確認された。

平成20年10月8～10日に本種が特に多発した16市

町村の57地点について土繭密度を調査した結果、調査

地点0.25㎡当たりから捕獲された平均土繭数は13.8個

だったが、昆虫寄生菌の感染により、採取時すでに、ま

たは採取後に死亡した個体が多かった。

本種は局所的に高密度で発生する傾向が認められ

るため、越冬後の羽化成虫および新たな飛来成虫の発

生に注意してほ場を観察するとともに、病害虫防除所

から発表する発生予察情報等を活用して、平成21年春

以降の発生に注意を払う必要がある。

５．平成20年度に新たに発生または命名された病害虫

病害１５種、害虫７種について表２に示した。

表２ 新たに発生または命名された病害虫

作物名 病害虫名(病原菌・害虫の学名) 病徴・加害様相

ばれいしょ 紅色斑点病（新称） ばれいしょの塊茎表面がところどころ紅色に着色した。
Pyrenochaeta sp.

ながいも カンザワハダニ（新寄主） 葉の裏面に多数のハダニが寄生し、葉がかすり状に退色したり
Tetranychus kanzawai 黄化した。

ブロッコリー 株腐病（新称） 収穫期の株全体が萎れ、発病株の地際部が外側から茶褐色
Rhizoctonia solani に腐敗した。

ブロッコリー ピシウム腐敗病（新発生） 収穫期の茎の地際部が濃緑色～淡褐色に軟化・腐敗し、重症
Pythium ultimum 株では病変が花蕾直下～葉柄に達した。

セルリー 斑点病（耐性菌の出現） 中央農試でチオファネ－トメチル水和剤の散布効果がなく、洞爺
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Cercospora apii 湖町と大空町での分離菌株全てが同剤に高度耐性を示した。
セルリー 腐敗病(新発生) Pseudomonas 葉柄のみが濃褐色に腐敗して軟腐臭のしない腐敗症状が発

marginalis pv. marginalis 生した。

ほうれんそう ヒメモグリハナバエ（新寄主） ほうれんそうの葉にハコベハナバエやアカザモグリハナバエ、
Pegomya flavifrons テンサイモグリハナバエによる既知の被害と類似した袋状のも

ぐり痕（潜葉痕）を形成する被害が少発生ながら認められた。

みつば 立枯病(新発生) みつば養成株で、地際部が褐変し、やがて株が枯死した。
Rhizoctonia solani

ねぎ アシグロハモグリバエ（新寄主） ハウス軟白栽培ねぎで葉にハモグリバエ幼虫による線状の潜
Liriomyza huidobrensis 葉痕が多数発生した。

ねぎ 黒穂病（新発生） ハウス育苗中のねぎで葉身内部から黒色の粉状物を噴出し、
Urocystis cepulae 立ち枯れた。

ねぎ リゾクトニア葉梢腐敗病（新発生） 定植約3ヶ月後の株の外葉が枯れ、掘り上げると葉鞘部が淡褐
Rhizoctonia solani 色に軟化・腐敗し、腐敗した葉鞘部とつながった葉身は引っ張

ると容易に離脱した。

にら 褐色葉枯病（新称） にら養成株で葉身に淡褐色・紡錘形病斑を形成し、葉幅全体
Stemphylium botryosum に拡がると、病斑部より先が変色し枯れた。

にら 白色葉枯病（新称） にら収穫株で萌芽遅延および萌芽した葉が白色～クリーム色
Rhizoctonia solani に枯れる症状が発生した。発病株は葉身先端部を中心に変色

して、腐敗し葉身全体がよじれた。

ピーマン モザイク病(病原の追加) 葉がモザイクとなり、のちにえそが生じた。
ジャガイモYウイルス

いちご 炭疽病(病原の追加) 株が萎凋し、クラウンの外側から褐変する症状が発生した。
Glomerella cingulata

オクラ 灰色かび病（新症状） 収穫後の果実を黒変させる市場病害として知られていたが、立
Botrytis cinerea 毛中の花弁および葉にも発生し、褐変・腐敗した。

オクラ ヒラズハナアザミウマ（新寄主） 果実表面に点々と白く盛り上がる被害が発生した。
Frankliniella intonsa

サンダーソニア 条斑モザイク病（新発生） 葉に条斑を伴うモザイク症状が発生し、生育も著しく抑制され
キュウリモザイクウイルス た。

ぶどう オウトウショウジョウバエ（新寄主） ぶどうの果実内部がウジ状の幼虫により食害を受けた。
Drosophila suzukii

ブルーベリー 灰色かび病（新発生） 開花期のブルーベリーの花および花柄が褐色に腐敗した。花
Botrytis cinerea 柄部の発病はやがて枝に達し、発病部より先が枯死した。

ライラック オリーブアナアキゾウムシ 枝枯れ症状が認められ、切り倒したところ、樹根部近くに穿孔と
（新発生）Dyscerus perforatus 幼虫、樹根部周囲（一部は樹皮内）に成虫が確認された。

各種作物 ヘリキスジノメイガ（新寄主） 加害記録のない鱗翅目幼虫による被害が道内の広範囲で多く
Margaritia sticticalis の作物に発生した。幼虫が葉面を削り取るように食害し、葉に

網目状の穴が開くか、白色の表皮が残る状態であった。

これら病害虫については、病害虫防除所ホームページ（http://www.agri.pref.hokkaido.jp/boujosho/）に、くわしい解

説と写真を併せて掲載する。
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